








この研究は、弘前大学時代に当時、当研究室の博士課程
だった大野美涼さんと一緒に行った学生実習がきっかけ
で始まりました。送粉共生、種子散布共生、菌根共生は、3大
共生関係とも呼ばれ、それぞれの共生関係が植物の多様化
や陸上生態系の形成に重要な役割を担ってきたと考えら
れています。しかし、それら3つの共生関係が植物の進化の
過程で互いにどのように関わり合いながら作用してきた
のかはわかっていませんでした。私たちは、菌根共生のタ
イプ（アーバスキュラー菌根菌：以下、AM、外生菌根菌：以
下、EcM）間の植物―土壌フィードバック効果の違い、そし
てそれがもとになり形成されると考えられている樹木の
生育密度の違いから、送粉共生、種子散布共生、菌根共生が
互いに影響し合いながら進化していると予測しました（図
１）。AMと共生する樹種（以下、AM樹種）では、親株の周辺
で病原菌や植食者が蔓延することにより、同種の芽生えの
生育が阻害されるため、種子を親株から離れた位置に散布
できる動物散布が進化しやすいと考えました。それに伴い、
同種個体との距離が遠くなるため、より効率的に花粉を運
ぶために、花から花へ着実に花粉を運べるハチやチョウな
どの送粉者を介した動物媒の送粉様式が進化しやすいと
予測しました。一方で、EcM と共生する樹種（以下、EcM 樹
種）では、親株の周辺で同種の芽生えの生育が促進される
傾向があります。これは、EcM が樹木の芽生えを病原菌か
ら効果的に保護するためと考えられています（正の植物―
土壌フィードバック効果）。したがって、EcM 樹種では、比
較的散布距離が短く、親株周辺に散布される重力や風によ
る種子散布様式が進化しやすいと予測しました。それに伴
い、同種が密集するため、風媒の送粉様式が進化しやすい
と予測しました。

この予測を、菌根共生のタイプ（AM または、EcM）が明
らかになっている699種（データベースⅠ）と、菌根共生の
タイプが推定されている10,475種（データベースⅡ）と、
送粉様式（動物媒、風媒）と種子散布様式（動物散布、風・重
力散布）の情報を組み合わせたデータベースを構築し、系
統解析を実施することで検証しました。

その結果、予測通りに菌根共生のタイプと送粉・種子散
布様式は互いに強く結びついていることが分かりました（図
２）。具体的には、AM樹種は、動物媒花と動物による種子散
布様式を示す種が多く、EcM 樹種は、風媒花と風や重力に
よる種子散布様式を示す種が多いことが明らかになりま
した。また、詳細な解析の結果、AM樹種は、動物による送粉
や種子散布を進化させやすく、またその逆に、動物による
送粉や種子散布様式を進化させた樹種は、AM との共生を
進化させやすいことが分かりました。一方、EcM 樹種は、風
媒花と風や重力による種子散布様式を進化させやすく、そ
の逆もまた同様であることが分かりました。

本研究により明らかになった「送粉共生、種子散布共生、
菌根共生の相関進化」は、樹木や森林生態系を健全な状態
に維持するためには、樹木そのものだけではなく、送粉者、
種子散布者、菌根菌を含めた包括的な保全策が必要となる
こ と も 示唆
しています。

Web 植物図鑑サイトTERRARIUMに掲載されました

Yamawo A, Ohno M (2024) Joint evolution of mutualistic interactions, pollination, 
seed dispersal mutualism, and mycorrhizal symbiosis in trees. New Phytologist 
243(4): 1586-1599. DOI: 10.1111/nph.19783.
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大規模系統解析から樹木の進化パターンが明らかに―送粉共生、
種子散布共生、菌根共生の相関進化―

▲図１　植物―土壌フィードバック効果から予測された、菌根共生のタイプごとの送粉・
種子散布様式．プレスリリース：世界各地、1万種の解析から見えてきた樹木の進化パター
ン―送粉共生、種子散布共生、菌根共生の相関進化―より引用。

▲図２　樹木 699 種における菌根共生のタイプと送
粉、種子散布様式の進化的関係 . 下図の＋と－はそ
れぞれ有意に割合が多い、または少ないことを示す . 
AM ＋ EcM は、AM と EcM との共生の両方の記録
がある樹種を示す．Yamawo & Ohno (2024) を改変。

京都大学生態学研究センター・教授
専門は植物生態学

山尾　僚
やま　お　　 あきら

─その他のお知らせ
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2024年６月15日放送の NHK ヴィランの言い分「寄生虫」において、
佐藤准教授による「寄生虫が生態系において果たす役割」に関する解説がなされました。
寄生虫は、一般には嫌われ者と呼ばれることの多い生き物かと思います。しかし、現在地球上で知
られている生物種の約４０％は生まれてから死ぬまでに、他の生き物に寄生する生き方をもって
いるといわれており、地球上でもっとも成功している生き方ともいえます。そんな彼らに言い分は
ないのでしょうか？

今回のヴィランの言い分「寄生虫」では、佐藤准教授がそんな嫌われ者（？）の寄生虫の立場に立っ
て、彼らの知られざる役割について解説しました。特に、ハリガネムシという寄生虫が、森にすむカ
マドウマという昆虫に寄生し、秋に川に飛び込ませるという恐怖の行動操作をすることで、森の虫
が川に運ばれ、それが魚にとってとても重要な餌になっているという現象を解説しました。寄生虫
アニサキスのぬいぐるみを頭に巻いての番組出演は恥ずかしくもありましたが、寄生虫の言い分
を少しでも届けられているとうれしいです！

寄生虫が生態系において果たす役割
佐藤准教授がNHK

「ヴィランの言い分」
に出演しました

京都大学生態学研究センター
准教授

佐藤 拓哉
さ　とう　 たく  や

その他のお知らせ─

「学校で習わない生き物の不思議」を開催しました
京大ウィークス 2024 一般公開

今年も毎年恒例の生態研の一般公開を、京大ウィークスの一環として11月2
日（土）に実施しました。小学生から高校生とその保護者の方を対象に、ミジン
コとオトシブミの生態を通じて生態学について学んでいただきました。講義2
つと実験圃場の見学を合わせて、39名の多くの参加者で賑わいました。

当日は、センター長の中野による生態研の紹介のあと、大竹が「ミジ
ンコはすごい！さまざまな仲間たち」「尖って伸びる」「水を綺麗に」「遠
い過去から蘇る」というテーマで講義を行い、続いて樋口が「葉を巻く
虫の巧みなワザと植物との関わり」というテーマで講義を行いました。

講義後には、ロビーに設けられた研究展示エリアで、生きたミジンコ
やオトシブミの観察や多様な昆虫標本を使った生態学の説明などを実
施しました。また、講義室では、学生らによるポスターを用いた研究紹
介も実施されました。

終了後のアンケートでは多くの好評の声をいただき、来年の開催にも期待が寄せられ
ています。来年もぜひご参加ください！

山尾　僚
やま　お　　 あきら

京都大学生態学研究センター・教授
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◆特定研究員の篠原直登が、2024年個体群生態学会において個体群生態学会奨励賞を受賞しました
「時空間的に変化する群集集合のルール」

【受賞内容】  自然界において、個体群・群集動態は生物間相互作用や環境による選別、個体の移動分散や偶然
的な浮動など、複数の要因によって駆動されます。これまで、群集の決定要因（＝群集集合のルール）は状
況依存的に大きく異なることが知られ、一般的なルールなど存在しないのではないかと考えられてきました。
私はこれまで、多様な分類群を対象に多様なアプローチを用いて、この集合ルールの状況依存性に取り組ん
できました。それらの研究を通して、時間・空間スケールという二つの重要な軸に注目することで、その状
況依存性という従来の課題が解決できる可能性が見えてきました。

【受賞コメント】
このたび、このような身に余る賞を

頂くことができて大変嬉しいです。こ
れまでの自分の研究というよりも、こ
れからの自分の伸びしろを評価して頂
いたと思うので、引き続き研究に取り
組んでいきたいです。

【推薦理由】
自然界において、個体群・群集動態は

生物間相互作用や環境による選別、個
体の移動分散や偶然的な浮動など、複
数の要因に影響を受け、その要因の特
定は生態学において最も基本的な研究
課題である。しかし、群集の決定要因（＝
群集集合のルール）は状況依存的に大
きく異なることが知られ、一般的なルールなど存在しないのではないかと考えられてきた。

応募者は、これまでの研究において一貫して、群集集合ルールの解明に取り組んできた。特に、従来の課題
であった状況依存性に注目し、多様な分類群を対象に、野外操作実験やデータベース解析、メタ解析などのア
プローチで、集合ルールが時空間的にどのように変化するかを明らかにしてきた。

応募者の研究は、おおまかに以下２つにまとめられる。時間スケールに注目した研究では、従来長期スケー
ルで調べられてきた集合ルールの時間的なシフトが、植食性昆虫や魚類という移動能力の高い分類群では短
期的に生じることを示した（Shinohara and Yoshida 2021 Oikos, Shinohara et al. 2022 Ecol. Evol.）。また、空間
的な異質性に着目した研究からは、植物の群集集合のルールが、緯度という地球上で最も大きな環境勾配に沿
ってシステマティックに変化することが分かりつつある（Nishizawa† and Shinohara† et al. Ecol. Lett., †: 共
同筆頭, Shinohara et al. 2024 Oikos）。

応募者の研究者としての特筆すべき特徴は、研究対象と特定の分類群に限定していないことである。観察
されるパターンから一般論としての傾向を抽出するという応募者の研究スタイルは、特に一般性の低さが課
題である群集生態学において重要な利点である。例えば、Population Ecologyにて発表した総説論文では、多
様な系で得られた従来の知見を自身の研究成果と照らし合わせ、時空間的なスケールの考慮が群集集合研究
の一般化に不可欠であるという議論を展開した（Shinohara et al. 2023 Popul. Ecol.）。

応募者はこれまで研究成果を計10報の国際誌（うち筆頭7）、および国内誌1報として発表している。Ecology 
LettersやOikosといった群集生態学においてインパクトのある国際誌のみならず、Population Ecologyをはじめ
とする国内誌にも複数発表している。また、個体群生態学会へは学生の頃から近年までコンスタントに参加し、
公募型プレナリー講演やシンポジウムなど、積極的に発表を行ってきた。

また、応募者は近年、生物多様性の維持機構を探る「現代共存理論」（篠原、山道 2021 日本生態学会誌）に関
して新たに研究を進めている。将来的には、マクロなパターンに注目してきた群集集合研究と、ミクロスケー
ルで生じる生物間相互作用に注目する共存理論を統合し、互いの長所・短所を補完することで、群集生態学の
新たな領域を創造することを目指している。群集集合と共存理論という両分野に精通している応募者ならで
はの研究展開が期待される。

これら、応募者のこれまでの研究成果、個体群生態学会への貢献度、および将来期待される研究展開から、応
募者は奨励賞を受賞するにふさわしいと考えられる。

受 の お賞 せら知

─その他のお知らせ
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◆修士課程 2 年佐々木陽依が、『Plant molecular phenology and climate feedbacks mediated by 
BVOCs』においてポスター賞を受賞しました

「The relationship between habitat climate and leaf vein pattern evolution in angiosperm trees」

【受賞内容】
葉脈は光合成器官である葉において物質輸送と機械的支持を担う重要な組織です。広葉樹

の葉脈の分岐パターン（葉脈構造）はループ型、ツリー型、複合型の3タイプに分類され、植物の
環境適応に寄与していると考えられています。しかし、葉脈構造の進化を駆動した環境要因に
ついて全く検証が進んでいませんでした。本研究では1,958種の広葉樹を対象として、葉脈構
造と生育環境との進化的関係性を検証しました。その結果、熱帯と温帯のどちらにおいても、ル
ープ型が適応的であり、ツリー型は温帯の、特に低温に適応的であることが示唆されました。葉脈構造は低温
ストレス、またはそれに関連した選択圧に対する適応によって、温帯でループ型から複合型やツリー型に進化
した可能性が考えられます。

【受賞コメント】
学部の頃から続けている研究について、国際シンポジウムで評価していただく機会を得て、大変嬉しく思っ

ています。次の展開に向けて、生態研で地道に探究活動を続けたいです。

◆博士課程３年田中良輔が、2024年度日本魚類学会年会において最優秀ポスター発表賞
を受賞しました

「両側回遊性魚類の遡上個体が持つ海洋由来資源の割合の種間・種内変異」

【受賞内容】
日本を含む低-中緯度地域の河川では、非常に多様な両側回遊性魚類が小型ながらも膨大な

個体数で海から川へ移動し、川の捕食者の重要な餌となる可能性がありますが、その実態はほ
とんどわかっていません。これらの魚類は海から川への移動中に川の餌を利用するため、移動期間や捕食量の
違いによりどの程度個体の体が海の物質でできているか（海らしさ）が種間や種内で異なる可能性があります。

本研究では、海と川の生物で値が異なる硫黄同位体比を用いて和歌山県田原川で捕獲した9種の両側回遊性
魚類の海らしさについて種間と種内の違いを計測し、その違いを生む要因を調べました。

種間比較の結果、海水魚と同程度に海らしさが高い種や淡水魚と同等に海らしさが低い種がいることがわか
りました。また、種内の違いとして4種で体長が小さいと海らしさが高く、3種で体長が小さく移動する時期が
早いほど海らしさが高い傾向がみられました。

本研究は両側回遊性魚類の海の餌としての役割が種間や種内で異なることを示し、この違いを生む移動時の
生活の違いを知ることが生態系間の移動中に餌を得る生物がどのように生態系を繋いでいるかを理解する上
で重要です。

【受賞コメント】
共著者や生態学研究センターの皆様のおかげでこのような賞をいただくことができました。ありがとうご

ざいます。 これからも多様な両側回遊性魚類の生態的役割を解明し、その魅力を伝えていければと思います。

その他のお知らせ─
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生態研センターも創立30年を超え、長年生態学の研究を支えてきた建物
や設備に不具合が生じることが多くなってきているようです。しかし、こ
こ数年で学生や研究員の人数も増え、若手教員も加わり、より一層の活性
化を感じています。次の30年で生態学がどの様に発展していくのか楽しみ
でなりません。（山尾僚）。

編集後記

a)　宿泊場所から臨むダム湖（佐藤拓哉）
b)　立山での雷鳥（蒋 夢奇）
c)　八甲田山のブナ林の紅葉(山尾僚）
d)　降湖型マスが繁殖のために遡上する河川（佐藤拓哉）

● LEE, Wanyiが８月1日付で特定助教として採用されました。
● 研究員の池本美都が10月６日付で退職しました。
● 特定研究員の守屋健太が１月３１日付で退職しました。

センター員の異動

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

2024年6月と12月にマイルド産業
株式会社様より生物多様性・生態系研
究基金（※）へご寄付をいただきました。
今後、当センターの研究活動に役立て
てまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大
学基金の中の生態学研究センターが設置
したプロジェクト支援基金です。法人税
法、所得税法による税制上の優遇措置が
受けられます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

POPRADIT, Ananya
バルヤ アロンコルン ラジャバット大学
期間：2024年12月1日～2025年2月28日
研究テーマ：タイ森林における植生や土壌への人為影響評価
Evaluation of human impact on forest vegetation 
and soil in Thailand 

─その他のお知らせ

オープンキャンパス2025のお知らせ
将来、京都大学理学研究科の大学院生（修士または博士課程）として、

生態学研究センターにおいて生態学の研究に取り組みたいと希望され
る方を対象にオープンキャンパスを開催しています。当日は研究内容
についての紹介を行います。関心のある方はお気軽にご参加ください。

・日時　2025年3月25日（火）9：30-13：30
  ・現地開催（京都大学生態学研究センター）+オンライン参加併用
  ・参加無料
・参加には事前のお申し込みが必要です。
以下のQRコードよりアクセスいただき、Googleフォームにてお申
し込みください。

申込締切
2025
3/21

申し込み用Google
フォームはこちらから

センターへのアクセス
等はこちらからご確認
ください。
https://www.ecology.kyoto-u.
ac.jp/opencampus.html

https://forms.gle/
tt7Woh6GTdtVhBoNA

センターニュース メール配信登録のお願い
生態学研究センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページの以下のURL からご覧いただけます。
https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

発行のお知らせメール配信の登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォームより
必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り冊子体版もお届けいたします。


